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１　題  材 　　　楽しい食事をくふうしよう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
２　目　標
○　 日常の食事に関心をもち、食事を作るときの観点に気づき、家族と楽しい食事をしようとしている。
　　　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・［家庭生活への関心・意欲・態度］
○　栄養的なバランスを考えて、1食分の献立を工夫して調理計画を立てている。
・・・・・・・・・・・・・・ ［生活を創意工夫する能力］
○　食事の役割や日常の食事の大切さについて、理解している。 ・・・ ［家庭生活についての知識・理解］
　　　　　　　　　　　　　　　　

３　食育の視点
○  健康の保持増進のための望ましい栄養や食事のとり方を理解し、食品の組み合わせや栄養的なバランス
を考え、1食分の献立を立てることができる。・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（心身の健康）

○  給食の献立を考えることを通して、仲間のことを考えて作った食事は、空腹を満たすだけでなく、心も
豊かにすることがわかる。・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（食事の重要性）　　　　　　　　　　　　　

４　指導計画（全6時間）
第一次　　１食分の食事について考えよう　　　・・・・・・・・３時間
第1時　　　食事について考えよう　
第2・3時　 １食分の献立を考えよう
第二次　　調理の計画を立てて給食に取り入れてもらおう・・・・２時間
第1時　  　栄養士の先生になって給食の献立を考えよう【本時】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
第2時　　　給食の献立をもっとよくして、給食に取り入れてもらおう
第三次　　家族と楽しく食事をしよう　　　　　・・・・・・・・１時間
第1時　　　家族のために1食分の食事の計画を立てよう　

(課外) 　　家族と楽しく食事をしよう

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
５　指導上の立場
◎題材観

核家族化が進む現代、家庭生活や食生活の多様化により、食に対する考え方も様々になり、家族がそれぞ
れ別のものを食べるという現象も珍しくなくなっている。その影響もあってか、好きなものだけを食べる
傾向をもつ児童も少なくない。そこで、児童自身が栄養のバランスを考えた献立を立てることはとても大
切であると考える。本題材では、家族のために適切な食事の計画が立てられるような実践的態度を育てたいと考える。　
◎本題材で工夫する点や手立てについて
児童が考えた献立が実際に給食のメニューとなることを知らせ、意欲をもって取り組むことができるよう
にする。また、１食分の献立を考えることを通して、バランスの取れた食事をとろうとする実践力を育て、
今後の生活に生かすことができるようにする。
◎栄養教諭のかかわり方の工夫について
毎日の献立を考えている栄養教諭からの助言のもと、児童の作成した１食分の食事の計画を、学校給食の
献立の中に組み込むことにより、児童の食事作りへの関心をいっそう高める。
６　本時案（計画　第二次の第1時）　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　T1・・・担任　　　T2・・・栄養教諭
	目　　標
	栄養的なバランスを考えて、1食分の献立について考えたり、工夫したりしている　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

［生活を創意工夫する能力］

	学習活動・内容
	教師の支援
	評価［観点］（方法）
資料等

	1　本時のめあてを確認する。

2　グループで考えた給食の献立を発表する。
3　意見交換をする。

4　次時の学習について確認する。

	T1　これから発表する献立が、給食に取り上げられること
を知らせる。
T1　グループで考えた献立を発表することで、工夫したこ
とや留意したことがアピールできるようにする。
T1　他グループの献立と比べることにより、自分たちが考
えつかなかった工夫や方法があることにも気づくようにする。
T1・T2　チェック表を使うことで、献立作成のポイントを
押さえた献立ができているかどうかの確認ができるよ
うにする。
T1　気づきを発表しやすくするために、他のグループの意
見をメモをとりながら聞くようにする。
T1　他の班の発表を聞いて新たに気づいたことを発表させ
る。
T2　児童の発表内容や既習事項を押さえながら、食品の組
み合わせや調理など工夫ができているところを紹介し、称揚する。
T2　班ごとにチェック表の内容から外れていたり、まだ工
夫が必要なところを付け加え、次時につなげる。
T1　次時は、本時の栄養教諭の助言を参考に、さらに改善
して給食に取り入れてもらう献立に仕上げることを知
らせる。

	○発表カード
○チェック表

○プロジェクター
◆栄養的なバランスを考えて、1食分の献立を工夫して立てているか。
［創意工夫］
（発表・発表カード・チェック表）



◆評価　○資料・準備物　
「栄養士の先生になって給食の献立を考えよう」（第６学年　家庭科）





栄養士の先生になって給食の献立を考えよう。























Ｂ　日常の食事と調理の基礎











給食では使用できない食材を用いている


衛生面からみて、組み合わせが困難な献立になっている


品数が多く、食器が足らない


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など














実践事例３














